
①有形固定資産減価償却率は６．８９％と類似団
体平均値よりも低い。これは、供用開始が類似団
体よりも遅いためであり、今後数年は類似団体平
均値よりも低いと予想されるが、減価償却率の伸
び率が類似団体平均値よりも大きいことから、将
来は平均値程度になることが予想される。
➁管渠老朽化率は0％となっているが、昭和49年の
供用開始以来、順次管路が法定耐用年数（50年）
を迎え、老朽管渠率は増加していくことが見込ま
れる。
③管渠改善率は０．１％と類似団体平均値よりも
低い。今後は順次管渠が法定耐用年数を迎え、老
朽化が進行することが見込まれることから、ス
トックマネジメント計画に基づく修繕・更新計画
（Ｒ4年度予定）を策定し、計画的に老朽管渠の更
新を行う。

2. 老朽化の状況

全体総括

本市は、類似団体平均値と比較して全体的に経営
の健全性を表す指標が類似団体平均値より低く、
特に流動比率・経費回収率が大幅に低い。施設規
模に対する使用料収入の割合が類似団体や近隣市
町村と比較しても低く、適切な使用料水準の確保
が課題であることから、令和４年度に使用料の増
額改定を行う。それでも財源の十分な確保には至
らない試算であることから、中長期的な視点で適
切な使用料水準の確保に向けて今後も取り組む必
要がある。同時に、収益基盤の強化の観点から水
洗化率の向上、施設利用率の改善（不明水対策）
など幅広く健全経営及び経営効率化に取り組む必
要がある。
　そのため、平成３０年度に策定した経営戦略に
ついて、ストックマネジメント計画を踏まえた見
直しを令和７年度までに行うこととし、経営戦略
に基づいた効率的な事業運営を行っていく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％以上で推移し、適切な水準である。しか
し、経費回収率が６０％にも満たないことから、主に一般会計から
の補てん財源で賄っているのが現状であり、更新費用の確保を十分
に行えていないことが今後課題となってくる。それでも、下水道事
業の持続運営のため今後も収支バランスは黒字を維持する必要があ
る。
②累積欠損金比率は０％を下回り、健全な状態にある。
③流動比率は100％を下回り、類似団体平均値より大幅に低い。企
業債償還金が負債の大部分を占めていることから支払い能力が無い
というわけではないが、更新費用の確保という観点から、今後は適
切な使用料の水準を確保し、経常利益を着実に確保する必要があ
る。
④企業債残高対事業規模比率は類似団体平均値よりも高い水準にあ
る。本市の営業収益が類似団体と比較して少ない割に比率が類似団
体平均よりも高いため、今後は地域の実状を踏まえた効率的な下水
道の整備及び適切な使用料水準の確保が必要となる。
⑤経費回収率は５８.６８％で類似団体平均値と比較して大幅に低
い水準にある。汚水処理費の約４割を一般会計からの補てん収入で
補い事業経営を維持している状況をうけ、使用料増額改定を行う予
定である。段階的な増額であることから、大幅な改善はすぐにはで
きないが、今後も経費の節減や経営の効率化に努めるとともに、下
水道接続促進や料金の適正化に継続して取り組む必要がある。
⑥汚水処理原価は類似団体平均値並みであり、適切な水準である
が、昨今の物価高騰等社会情勢の変動に影響されやすい部分もあ
り、また、施設の老朽化により維持管理費の増加が予測されること
も踏まえ、今後はより一層の効率的・効果的な下水道整備が重要と
なる。
⑦施設利用率は類似団体平均値より高い利用率となっており、施設
の利用状況や規模は適正な水準にある。今後も不明水量の把握及び
不明水の改善対策に取り組み、施設への負荷軽減に努める。
⑧水洗化率は全国及び類似団体平均値より低い水準にある。昨年度
よりも減少した背景として、水洗化人口の伸び数よりも処理区域内
人口の伸び数が大きかったことからであり、水洗化人口は着実に伸
びている。また、水質保全の観点からも今後も継続して接続促進に
取り組む。
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経営比較分析表（令和3年度決算）
沖縄県　うるま市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【107.02】 【3.09】 【71.39】 【669.11】

【95.72】【59.99】【134.98】【99.73】

【38.17】 【6.54】 【0.24】


